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1. はじめに

先に筆者らは，駿河舟状海盆底からのピストンコア試料KT 7819--24の最下部(

コア上端から 220-270cm)に含まれる植物遺体片の加速器 14C年代を報告し，その意

義を述べた[1 ] .しかし，このコアに関しては，上部の 2層準の植物遺体について

も加速器 14C年代値を得ている.またおなじ海盆の北端の駿河湾口にあたるところか

ら得られたコア試料 (KT 7819-21 )の植物遺体についても測定をおこなったので，

これら未報告の測定結果をここにまとめて記すことにする.

2.試料

ピストンコア試料は，いずれも東京大学淡青丸KT-78-19次航海の際に採取され

たものである r2 J .採取位置，測定試料その他は，下記および Fig.1に示すとうり

である.

K T 7819-24 

コア試料:長さ 175cm，数枚の砂質混濁流堆

積物からなる.中部および最上

部に30数cm淳の泥がある.

採取地点:北緯13833.5' 東経3423.6'， 

水深2，840m

採取者 :志岐常正，公文富士夫，大塚謙

一，徳橋秀一，久宮邦彦，飯田

義正

視.II定試料:測定番号NUTA-456 
コア上端より 51-.52cm， 植物遺

体(長さ 1cm以下の葉，小枝，

小根などの締破片を砂泥より手

選により分離)

測定番号NUTA-4Sワ
コア上端より 82........84cm，植物遺

体 (NUTA-4!r6と同様)
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Fig. 1. Location map 01 piston-cored sediments. 



K T 7819-21 

コア試料:長さ 170cm，下部約135cm~ま 2mmから 1"-'2cm大(最大5cm)の喋，および砂か

らなる.それより上位は礁がなくなり極粗粒砂から締粒砂へと級化する.

最上部の数cmはシルト質泥である.

採取地点:北緯13835.0'東経3436.2' ，水深 2，380m
採取者 : K T 7819-21に同じ

測定試料:測定番号NU T A -q 13) 3.0 rm3 

ピストンコア上端より 165c阪の砂磯部に含まれていた長さ 1cmの木片.

試料の調整，測定方法などについては，筆者ら (Nakamuraら， 1990)による先の

報告[1 ]と同じであるので詳しい記述を省略するが，測定はいずれも試料の植物片

を酸，アルカりで処理してえられたフミン質についてなされた.

3.結果と考察

炭素同位体比，年代などの測定結果を第 2表に示す.また，得られた年代値の意

義についてコアごとに若干の考察を行なう.

( 1) K T 7819-24 N U T A -4-Sb， N U T A四 4S7
先に. Nakamuraら (1990)は，同じ KT 7819-24コアの最下部(コア上端から220

-270cm)について，植物遺体と砂泥試料のブミン酸とこれを抽出した残漆(あるいは

ブミン質)の 14C年代を測定し. 1)植物遺体の年代が砂泥試料の年代よりも若くで

ること， 2) ブミン酸はフミン質よりも若い値を示すことなどFを見いだした.また.

これらの異なった年代を生ずる理由については， 1)植物遺体が暴風雨の際に浅海仁

運び込まれて間もなく再移動，再堆積したものであるにたいして，砂泥の大部分は一

旦浅海で地層を形成していたやや古い堆積物がその崩壊によって流下したものである

こと， 2)下位層準ヘのフミン酸の移動などを考えた.この考えによればト測定部位

のコア試料の真の堆積年代は植物遺体のヲミン質の年代値により示されていることに
なる[1 J 

表 1.駿河湾海底コア中の植物質の 14C年代値

コア番号 コア上端

からの深度

( cm ) 

KT7819綱 24 51・52

KT7819・24 82・84

KT7819・21 165 

測定した

成分、

植物質

植物質

木片
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14C年代値 測定コード

番号

(y • B • P • ) . -N U T A -

100土 160 456 

170土 200 457 

390土 110 913 



ここで問題になるのは植物遺体が浅海にあった時間が果たして無視できるほど短

いものであったかということであるが，今回報告した同じコア上部の測定値はこの時

間が長くとも 100年か 200年程度であったことを示している.いうまでもなく浅海で

の滞留時間が再運搬，再堆積までの時間より長いことはありえないからである.この

測定結果は先の考察を支持するものである.試料の量の関係で測定誤差が大きいとは

いえ 2つの試料の年代の違いもコア中の試料採取層準の違いとよく対応しており，

この推論の妥当性を示唆している.

今回報告の加速器 14年代値は，かつて，同じ層準からの試料について志岐・山田

・徐(1989).志岐ら (1989).が報告した液体シンチレーション 14C年代 [3.4J 
よりー桁小さい.このことも，今回の測定が植物遺体のみについてなされたものであ

るにたいして，志岐・山田・徐 (1989)，志、岐ら (1989)の測定試料が多量の砂泥を

含むものであったことによって説明される.なお，今回の測定結果によれば，このコ

ア上部のターピダイトは 200年あるいは300-----400年に 2枚堆積したことになる.この

堆積頻度は，志、岐ら(1990)が先に示唆した KT 7819-24におけるターピダイトの堆

積頻度の1500年に数枚(アマルガメーションを考慮すれば 6'""'-， 7枚)という値に比し

やや高いようにも見えるが，矛盾するともいえない.しかし，この億は，ターピダイ

トの堆積頻度として一般に考えれている1000年ないし数100年に l枚という値にくら

べれば，やはり大きい.混濁流の発生機構として普通に重視されているのは地震によ

る崩壊であるが，本報告で想定しているのは，暴風雨の際の洪水流運搬による急速な

過重堆積で浅海堆積層が崩壊する場合である.駿河湾のように後背地から多量の土砂

が排出されて扇状地性三角州が急速に発達するようなところでは，地震がなくとも，

暴風雨の際の急速過重や波浪の影響によって崩壊が起こる.大塚(1980. 1985) .大

塚ら(1973)によれば， 1972年 7月，駿河湾と気象，地形，地質など冶条件の似た相

模湾で，梅雨前線にともなう集中豪雨があり，このような崩壊による混濁流が発生し

て海底電線を切断した.この時回収された海底電線には，緑色を残す多量の植物片が

からみついていた [2，5.6]. おそく，このような機構により浅海堆積層の崩壊がしば

しば起こるようなところでは，混濁流発生とターピダイト堆積の頻度は他のところに

くらべて高いのではないだろうか.

( 2 )、 KT 7819-21 N U T A -q 13 
駿河湾口の深い海底に薄い泥質堆積物におおわれた磯層が分布することは，古く

から知られていた [7} 8， 9J.水路部が湾口中央水道の中の水深 2650mのところから

採取した磯質堆積物コずについては，非常に若いとみられる火山岩の磯や浅海性生物

遺殻が含まれることから，土石流のようなもので運び込まれたという解釈が与えられ

た[8 J. しかし.1 cm以上の粒径の亜角擦を，海底(その大部分が 25/1000以下の

緩斜面)で、60km以上も運搬できるかという点で慎重な意見もある[9 ]. 

今回l1C年代測定をおこなったコア試料は，わずかな振動によっても擦が個別に

動く状態で，全く続成をうけていないことは一見して明らかであるが，年代の測定に

よってもこれがきわめて新しい堆積物であることが確認されたわけである.おそらく

は，上に触れた水路部のコア試料も同様なものであろうと思はれる.なお，今回のコ
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ア試料からは. 2， 3の二枚貝殻が見いだされている.そのうちの一つについて名古

屋大学の糸魚川淳二氏に鑑定をお願いしたとごろ，相模湾の水深1080-1205m~こ見られ
る現世種 Bathyma 11 e t i a taka i i ( 0 K lJ T A N 1 )であった.これについては，べつに報告す

る予定である.
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